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靄の 日が 続いた。 胡 粉 色の 靄で 宇宙が 塗り潰された。 

そして、 その 冷たい 靄 ははる かの 遠方から 押し寄せて 

くる 暖かい もの を、 そこで 食い止め ていた。 食い止め 

て 吸収して いた。 

つぼみ 

靄の 中で 桜の 蕾が 目に 見えて 大きくな つてい つた。 

人間の 感情 もまた、 その 靄の 中で 大きくな つてい く 桜 

の 蕾の ような もの だ。 街の 人た ち はもう 花見の 話 をし 

ていた。 



膨張して いくとき、 人工的な いかなる 力 も それ を 抑え 

る こと はでき ない。 もし、 一 つの 蕾 を 枯らす ことなく 

とど 

そのままの 大きさに 止めて おく ことができたら、 それ 

は 魔術で ある。 奇術で ある。 時代の 波に 浮かべて ある 

生活の 舟から 完全に 加速度 を 奪う ことができたら、 こ 

れ もまた 魔術であろう。 奇術であろう。 魔術師で はな 

い 彼ら 職工た ちが、 自分た ちの 生活の 膨張と 加速度と 

を 自分の 力で どうす る こと もで きないの は、 極めて 当 

然 のこと であった。 春に なれば 暖かくな り、 花が 咲く _ 

それと 同じような 自然の 成行きで あ つ た。 

やへ い 

しかし、 それ を 彼らの 工場 主 前田弥 平氏 は 全然 認め 



うと、 工場の 経費 だって 緊縮したい ところなん だから 

な あ。 まあまあ、 できるだけ 生活 を 緊縮して …… 」 

「なに を？ 緊縮し ろ？ 緊縮で きる くらいなら なに 

も 言わね え や」 

職工た ちに は、 とうとう 我慢ので きない 日が 来た。 
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しかし、 工場 主の 前田弥 平氏 はや はり それが 不安に 

なって きた。 奥深い 部屋の 隅に、 春に も なれば 春の 陽 

光が 射す。 新しい 時代に 対して 目 を 覆って いる 前田弥 



ろい ろ 種類が あるで しょうから …… 」 

「どんなんでも いい。 どんなんでも いいんだ。 とに か 

く、 至急 六、 七十 人分斿 えさせて くれ」 

「七十 人 分？ 七十 人 分 もどうな さろうと いうんで 

す？ お 花見の 着物な ど を？」 

「職工 どもに 花見 を させて やる の だ。 職工 はたし か 六 

十二、 三人だった な あ？」 

「しかし、 職工に 花見 を させた ところで、 いまの 状態 

じ や 無駄 じ や ござ いません か 9 それよりも… 

〜」 

「無駄 かもし れん。 しかし、 わしに はわし の 考えが あ 



るで、 さっそく 捲え て くれ」 

前 田 氏 は 怒った ようにして 言って、 手に していた 葉 

巻の 灰 を 落とした。 

「 …… では、 職工の なんでしたら、 安物で いいわけで 

すな あ」 

「むろん 安物で いい、 一日で 済む もの だからな あ。 だ 

そろ 

が、 同じ 色で、 同じ 模様で 揃えても らいたい。 それ か 

ら 同じ 仮面 を 七十、 同じ 草履 を 七十。 まあ、 同じ 仮装 

を 七十 人 分 揃えても らいた いんだ。 大急ぎでな あ」 

「どんなに 急がしても、 五、 六日 はか かると 思います 

,i I 

力 」 



うまく 成功す るか もしれ なかった。 —— 咲いて いる 花 

を 蕾と して 認めさせよう という、 彼の 魔術、 彼の 奇術。 
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その 時代の 世相 を も つ とも 敏感に 受け取る の は 青年 

である。 無意識の うちに、 彼 は その 敏感な 全 神経で そ 

の 時代の 世相 を 受け取つ ている。 

けん ざぶ ろう ひそ 

賢 三郎は 養父の その 計画 を、 秘かに 笑って いた。 い 

まの 時代の 空気 の 中に 息づ いている 職工た ちがお 花見 

きょうおう ま 

ぐらいの 饗応で、 決して その 要求 を 枉げる もので な 



なく、 感覚神経に 欠けて いた。 その代わり、 彼 は 燃え 

るよう な 情熱 を もっていた。 彼 は 火の 塊の ような 青年 

であった。 そして、 賢 三郎を 絶対の ものと して 信頼し 

ていた。 信者が その 神 を 信頼す るよう にして 信頼して 

いた。 賢 三郎の 言葉 は 布 川に とって 絶対であった。 燃 

える ような 情熱 を もつ て、 賢 三郎の 言葉 を 実行に 移 そ 

うとす るよう な、 布 川 はそう いう 青年だった。 

r …… 行って よく 様子 を 見て きました。 あなたの 言う 

とおりです」 

鉄工 場へ 花見の 仮装 を 運んで い つ てきた 布 川 は、 

帰つ てく ると すぐそう 賢 三^に 告げた。 



も 真面目で あつ た。 

「 …… でも、 あなた は それで、 自分 は 犠牲者に なって 

もい いのです か？ 犠牲者に なっても やろうと お思い 

になります か？」 

き 

「なぜ、 きみ はそんな こと を 訊 くんだ ね。 鉄工 場の 職 

ェ たちが テロリズム を 持ち出せば、 きみまで やっつけ 

おくびょうもの 

られ ると 思って いるの かね？ きみ は 案外 臆病者 だ 

ね。 安心した まえ、 いくらなんでも きみまで やられる 

ような こと は あるまい から」 

「ぼく はそんな こと を 恐れて いるん じ やな いんです。 

ぼく は 知りたい のです。 正しい こと を 知りた いんです _ 



あなたが テロリズム を 肯定して いて、 ある 手段と して 

肯定して いて、 さて、 自分が それ を 行動す る 場合に、 

自分 は 犠牲に なって まで それ を 実行す る だけの 熱の 持 

てること でしよう か？ それだけの 価値の ある 手段で 

しょうか？ 自分が 犠牲に なって …… 」 

「そり や あ、 きみ！ それだけの 価値が ある さ」 

賢 三郎は 真面目に 顔 を 緊張 させて 言った。 

r …… たとえば ぼくで もい い。 ぼくなら ぼくが 一 人犠 

牲 になる ことで、 五十人 も 六十 人 もの 人間の 生活 を 保 

証す る ことができたら、 それでい いじ やない かね。 五 

十 人、 一家 族 を 平均 三人と して、 百 五十人からの 人間 



「きみ は ある 局部 だけ を 見て いるんだ。 その 工場の 職 

ェ たちが 暴力で 勝って、 そのために 犠牲者 を 出して、 

そのうえ その 工場の 人た ち はたと えその 後 うまくいか 

なかった にしても、 大局から 見たら 結局 はプ ロレ タリ 

ァが 勝って いるの じ やない かね」 

「しかし、 局部 を 見究 める こと も 必要 だと 思 うんです _ 

…… あなたの 場合 だったら、 それ を どう 解決し ます か 

ね。 養父が やられ、 そのうえに 職工た ちの 要求に …… 」 

「きみ！ ぼく を そんな 人間と 思う のかね？ ぼく を 

そんな 無理解な 人間 だと 思う のかね？ 職工た ちが 正 

義 のために とった 手段に 対して、 ぼくがと やかく 思う 
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朝 は 深い 靄の ために 鈍色に 曇って いた。 

「晴れる 晴れる。 大丈夫 晴れる よ」 

仮面の 男が 街頭 の 空 を 見上げて 言 つ た 。 

「花曇り さ」 

「青空が 見えて きたよ」 

同じ 仮面の 男が 言った。 

前 田 鉄工 場の 仮装 観桜会に 行く、 前 田 鉄工 場の 職工 

たちであった。 



いずれに しろ、 前田弥 平氏の 計画の 第一歩 はとに かく 

成功した のだった。 
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むさし さか い こがねい 

観桜会の 場所 は、 武蔵 境の 小金 井であった。 同じ 青 

しま 

と 白との 縞の 着物 を 着て、 同じ 仮面 をつ けた 六、 七十 

人の 職工た ち は、 ただ 一人 背広 を 着て いる 工場 主 を 取 

リ卷 くように して 長い 土 堤の 上 を 雪崩れ てい つた。 

用水堀の 両側の 土 堤から その 中央の 流れの 上に、 桜 

ときいろ かすみ しぼ 

の 花 は 淡紅色の 霞の ように 咲きつ づけて いた。 搾り 



主人の 弥 平氏 を 失った 前 田家で は、 その 鉄工 場 を 他 

人の 手に 渡して しまおう という 話が 持ち上がった。 個 

人で その 工場 を 経営して いるば かりに、 しばしば のこ 

とその 家人まで がいやな 思い を させられ るからで ある _ 

そして、 その 工場 を 手放す ことによって かれらの 今後 

の 生活 は 安全ら しく、 しかも 平和ら しい 殻の 中に 閉じ 

こも 

籠る ことができ そうだつ たからで ある。 娘の 弥生 子 も 

また それに は 賛成だった。 が、 養子の 賢 三郎は そのこ 



す 力ら」 

そして、 布 川 は 前 田の 家 を 出て いった。 

布 川の それからの 生活 は、 工場 労働の 不平不満 を 背 

負う という 生活だった。 それ は 白熱して いる 鉄 塊に、 

裸の 身体 を 打ちつ ける ような 生活で あ つ た。 

しかし、 布 川 は それに 耐えて いた。 
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靄の 日が 続いた。 胡 粉 色の 靄で 宇宙が 塗り潰された。 



「やって いるんで す。 それで、 今日はお 金 を 寄付して 

いただこうと 思 つ てきたん です」 

「どこかに 争議が あるの かね？」 

「あなたに も 似合わな い ， J と を 言 いますね。 争議なら、 

いつだつて どこに もあります よ。 しかし、 今日は その 

争議の 費用 を 頂きに 来た わけで はな いんです」 

「何 をす る 金なん だね？」 

「職工た ちに 仮装 観桜会 を 開いて やろうと 思 うんで 

す」 

どじよ ラ 

「今年 も かね？ きみ！ いつもい つも 柳の 下に 鰌 
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